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環境に優しい大豆油インキ 
を使用しています。 

東北森林管理局では、日本の森林を育てるために間伐材を 
積極的に使用しています。 

■特集
「岩手・宮城内陸地震復旧対策実施中」

～国有林被害は約600億円～

■美しい森林づくり
「バイオマスタウン構想ともったいない条例制定のまち」

青森県北津軽郡中泊町　企画調整課

■我が署の隠れた名所
最上支署「与蔵沼」

ミヤマシオガマ
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路
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
も
早
期
の
復
旧
に
向
け
対
策
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
東
北
森
林
管
理
局
に
お
け
る

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
へ
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
は
、
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、
ご

覧
下
さ
い
。

東
北
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tohoku.kokuyurin.go.jp/

ま
し
た
。

ま
た
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
現
地
調

査
を
岩
手
県
・
宮
城
県
・
林
野
庁
と
合

同
で
実
施
し
、
復
旧
対
策
を
検
討
す
る

ほ
か
、
岩
手
県
一
関
市
の
磐
井
川
流
域
、

宮
城
県
栗
原
市
荒
砥
沢
ダ
ム
上
流
及
び

花
山
湖
上
流
の
国
有
林
野
等
に
お
い
て

災
害
関
連
緊
急
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

（
地
震
被
害
と
対
策
実
施
箇
所
に
つ
い

て
は
左
図
参
照
）

国
有
林
林
道
を
迂
回
路
と
し
て
供
用

応
急
対
策
と
し
て
は
、
地
震
に
よ
る

被
害
の
た
め
不
通
と
な
っ
た
国
道
・
県

道
の
迂
回
路
と
し
て
国
有
林
林
道
を
早

急
に
復
旧
さ
せ
、
岩
手
県
一
関
市
祭
畤

地
区
及
び
宮
城
県
大
崎
市
岩
入
地
区
の

集
落
の
孤
立
化
の
解
消
や
、
資
材
運
搬

っ
た
岩
手
南
部
、
宮
城
北
部
、
湯
沢
支

署
に
お
い
て
も
林
道
の
崩
土
除
去
な
ど

速
や
か
な
応
急
復
旧
対
策
を
進
め
て
き

2みどりの東北

六
月
十
四
日
午
前
八
時
四
十
三
分
頃

岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
地
震
が
あ
り
、

岩
手
県
奥
州
市
と
宮
城
県
栗
原
市
で
震

度
六
強
を
記
録
、
死
者
十
二
名
行
方
不

明
者
十
名
、
負
傷
者
は
四
百
二
十
二
名

（
二
十
七
日
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

林
野
関
係
被
害
も
甚
大
で
、
岩
手
県

一
関
市
・
奥
州
市
、
宮
城
県
栗
原
市
を

中
心
と
し
て
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
や

土
石
流
が
発
生
、
各
地
で
道
路
が
寸
断

さ
れ
ま
し
た
。

国
有
林
へ
の
被
害
と
応
急
復
旧
対
策

主
な
国
有
林
の
被
害
は
山
腹
崩
壊
や

地
す
べ
り
等
の
林
地
荒
廃
が
百
八
十
六

箇
所
で
五
百
七
十
八
億
、
林
道
の
被
害

が
二
百
二
箇
所
で
十
八
億
な
ど
、
併
せ

て
五
百
九
十
九
億
（
七
月
四
日
現
在
）

の
被
害
額
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
発
生
直
後

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
対
応
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
被
害
の
大
き
か

荒砥沢ダム上流での大規模な
地すべり被害
(宮城県栗原市)

特集コーナー

多くの登山者で賑わう栗駒山山頂付近でも山腹が崩壊

市野乃原地区民直事業地の緊急対策用仮設道（写真右）
と国有林林道を供用し迂回路を確保(写真上)
（岩手県一関市）
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特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

〜
北
秋
田
市
・
北
欧
の
森
公
園
〜

来
賓
と
し
て

出
席
し
て
い
た

井
出
林
野
庁
長

官
は
、
全
国
植

樹
祭
も
無
事
終

了
し
た
後
、
タ

イ
ト
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
中
、

来
局
。
待
機
中

の
河
野
局
長
等

幹
部
職
員
を

前
に
、
今
回

の
地
震
に
つ

い
て
、
国
有

林
と
し
て
迅

速
な
対
応
を

す
る
よ
う
指

示
。
明
暗
入

り
交
じ
る
一

日
で
し
た
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
秋
田
県
出
身
著

名
人
に
よ
る
ト
ー
ク
が
あ
り
、
脚
本
家

の
内
舘
牧
子
さ
ん
、
作
家
の
西
木
正
明

さ
ん
、
元
国
連
事
務
次
長
の
明
石
康
さ

ん
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
自
然
・

森
林
そ
し
て
故
郷
秋
田
に
寄
せ
る
思
い

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
の
当
局
ブ
ー
ス
で

は
、
パ
ネ
ル
展
示
・
パ
ン
フ
配
布
・
森

林
の
ク
イ
ズ
等
を
行
い
、
国
有
林
を
Ｐ

Ｒ
。
来
客
者
対
応
の
指
導
普
及
課
職
員

等
は
、
様
々
な
質
問
に
丁
寧
に
対
応
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
森

林
ク
イ
ズ
回

答
者
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た

上
小
阿
仁
国

有
林
産
天
然

秋
田
杉
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
は

大
人
気
で
し
た
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、

六
月
十
五
日
（
日
）
第
五
十
九
回
全
国

植
樹
祭
が
北
秋
田
市
の
「
県
立
北
欧
の

杜
公
園
」
に
お
い
て
「
手
を
つ
な
ご
う

森
と
水
と
私
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
県
内
外
招
待

者
等
お
よ
そ
一
万
二
千
人
が
集
い
盛
会

で
し
た
。

式
典
で
は
、
天
皇
陛
下
か
ら
の
お
言

葉
の
冒
頭
、
前
日
発
生
し
た
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
の
被
災
者
に
対
し
て
お
見

舞
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
皇
后
陛
下
も
白
と
黒
を
基
調

と
し
た
シ
ン
プ
ル
な
服
装
で
被
災
者
の

方
々
へ
の
ご
配
慮
を
感
じ
ま
し
た
。

式
典
会
場
の
設
計
は
、
世
界
的
建
築

家
の
安
藤
忠
雄
氏
に
よ
る
も
の
で
、
林

立
す
る
秋
田
ス
ギ
を
背
景
と
し
て
お
野

立
所
を
中
心
に
鶴
が
両
翼
を
拡
げ
舞
い

降
り
た
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
。
地
元
秋
田

県
産
ス
ギ
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

た
も
の
で
し
た
。

第
59
回
全
国
植
樹
祭

県内外から集まった１万２千人の参加者

特集コーナー

天皇皇后両陛下によるお手植え

前日の地震についての対応を指示する井出長官

賑わった局のブース
クイズ回答者にプレゼントされた天

然秋田スギストラップ



特許申請中の炭入り木質ペレット。
通常のものに比べ燃焼効率も高い。
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当
町
で
は
、
現
在
、
津
軽
開
発
協
同
組

合
（
代
表
竹
内
忠
義
）
が
、
未
利
用
バ

イ
オ
マ
ス
で
あ
る
林
産
資
源
（
林
地
残

材
）
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
木
質
ペ
レ

ッ
ト
を
製
造
し
て
い
る
。
ま
た
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
燃
焼
効
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
炭
入
り
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
開
発

し
、
特
許
申
請
中
で
あ
る
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入

現
在
、
町
で
は
、
役
場
庁
舎
副
町
長

室
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
、
特
別
養

組
み
、
自
然
豊
か
で
活
力
あ
る
中
泊
町

を
形
成
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

当
町
は
、「
健
全
な
自
然
環
境
が
保

全
さ
れ
、
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
の
で

き
る
持
続
可
能
な
町
の
実
現
」「
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
抑
制
、
ゴ
ミ
の

３
Ｒ
運
動
の
推
進
な
ど
で
適
正
な
資
源

循
環
を
確
保
す
る
町
の
実
現
」「
も
っ

た
い
な
い
町
民
運
動
に
よ
り
、
環
境
問

題
の
解
決
に
向
け
て
町
民
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
考
え
、
実
践
し
て
い
く
町
の
実

現
」
の
三
つ
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
循

環
型
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
、
普
及
啓

発
・
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
策
定

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
取
組
を
確

実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
策
定
し
た
も

の
で
、
情
報
共
有
と
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

活
用
に
お
け
る
意
識
と
理
解
を
高
め
町

民
や
関
係
者
の
合
意
の
下
で
、
実
現
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

も
っ
た
い
な
い
条
例
を
民
間
で
も
実
践

町
の
面
積
の
67
％
を
森
林
が
占
め
る

青
森
県
中
泊
町
は
、
二
〇
〇
五
年

（
平
成
十
七
年
）
三
月
二
十
八
日
、
旧

中
里
町
と
旧
小
泊
村
が
合
併
し
、
誕
生

し
た
飛
び
地
の
町
で
あ
る
。
農
林
水
産

業
が
盛
ん
で
、
大
地
の
恵
み
と
海
の
幸
、

心
一
つ
に
希
望
の
町
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
町
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る

た
め
に
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

も
っ
た
い
な
い
町
民
運
動
に
よ
る
循
環

型
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
通
称
も
っ
た
い

な
い
条
例
）
の
制
定

こ
の
条
例
は
、
町
、
町
民
、
及
び
事

業
者
が
協
同
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

バイオマスタウン構想と
もったいない条例制定のまち

青森県北津軽郡　中泊町企画調整課

護
老
人
ホ
ー
ム
静
和
園
で
は
、
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
導
入
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
努
め
て
い
る
。

今
後
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
推
進

稲
作
が
盛
ん
な
当
町
に
お
い
て
は
、

今
後
、
稲
わ
ら
、
も
み
殻
の
有
効
活
用
、

生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
、
廃
食
用
油
の
Ｂ
Ｄ

Ｆ
燃
料
利
用
、
転
作
田
を
利
用
し
た
資

源
作
物
の
栽
培
な
ど
を
実
践
す
る
た

め
、
農
・
漁
協
、
住
民
代
表
や
学
識
経

験
者
、
民
間
企
業
で
組
織
す
る
、「
バ

イ
オ
マ
ス
地
域
協
議
会
」
を
新
た
に
設

置
し
、
定
期
的
に
進
捗
状
況
や
課
題
等

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
な
い
、
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
実
現
を
図
る
。

この春操業を開始したペレット工場

バイオマスタウン構想のイメージ図

静和園で稼動しているペレットボイラー
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蔵王の森林生態系の
保全を目指して

山形森林管理署

樹
氷
で
有
名
な
蔵
王
連
峰
は
、
そ
の

多
く
が
国
有
林
で
す
。
多
様
な
植
生
に

恵
ま
れ
、
ブ
ナ
や
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ

を
は
じ
め
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
ミ
ヤ
マ

ハ
ン
ノ
キ
、
ハ
イ
マ
ツ
な
ど
の
樹
林
の

ほ
か
、
コ

マ
ク
サ
、

イ
ワ
カ
ガ

ミ
な
ど
の

高
山
植
物

群
落
も
み

ら

れ

ま

す
。
山
頂

へ
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
も
整
備
さ
れ
、
毎
年
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
貴

重
な
森
林
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
、

山
形
森
林
管
理
署
で
は
職
員
に
よ
る
巡

視
の
ほ
か
に
、
県
や
市
、
警
察
等
の
関

係
機
関
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
連
携
し
た
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
や
利
用

マ
ナ
ー
の
呼
び
か
け
、
清
掃
な
ど
を
従

来
か
ら
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

山
中
に
あ
る
施
設
に
泊
ま
っ
て
の
早
朝

パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
組
み
の
結
果
、
ゴ
ミ
の
散
ら

か
し
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
残
念
で
す
が
一
部
に

は
高
山
植
物
を
掘
り
起
こ
し
た
跡
が
い

ま
だ
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

・ミニギャラリー
現代書　展

秋田市　鎌田一巳

1階ロビーのご案内（7月）
東北森林管理局

1階ロビーのご案内（7月）

・PRコーナー
白神山地世界遺産地域のブナ林

計 画 課

合同パトロールの実施により森林生態系を保全
(いろは沼より熊野岳)

グリーンサポートスタッフによる巡視も加え貴重な自然を保全していきます

東北森林管理局次長 
 （青森事務所長） 

ただ あき 

小林　忠秋（北海道） 

55・４ 農林水産省入省 
63・ ４ 北見支局遠軽署長 

４ 山梨県森林環境部林務長 
18・８ 林野庁木材産業課長 
15・ 

こばやし 

新任者略歴紹介（7月4日付） 新任者略歴紹介（7月4日付） 

高山植物の代表種でもあるコマクサ

こ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
は
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
臨
時
職
員
）

に
よ
る
巡
視
を
始
め
ま
し
た
。
一
般
か

ら
募
集
し
た
四
名
を
二
班
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
巡
視
区
域
を
決
め
て
利
用
マ
ナ

ー
の
呼
び
か
け
や
荒
廃
箇
所
の
調
査
な

ど
を
六
月
か
ら
十
月
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
巡
視
は
、
休
日
を
主
体
に
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
職
員
に
よ
る
平
日
の
巡

視
を
補
完
で
き
る
利
点
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
通

じ
て
、
蔵
王
の
貴
重
な
自
然
を
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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は
、
と
考
え
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
た
し
か
に
、
雪
が
シ
カ
の
侵
入
を

防
い
で
く
れ
る
な
ら
好
都
合
で
す
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
あ
ま
り
期

待
で
き
な
い
よ
う
な
の
で
す
。
尾
瀬
に

シ
カ
が
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
か
な
り
雪
深
い
と
こ
ろ
へ
も

進
出
で
き
る
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ

う
で
す
。
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
今
は

シ
カ
の
い
な
い
男
鹿
半
島
や
蔵
王
山
麓

に
か
つ
て
シ
カ
が
多
数
い
て
、
十
七
〜

十
八
世
紀
に
は
巻
狩
り
一
回
で
数
千
頭

も
捕
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
雪
の
深
い
地
方
で
も
局
所
的
に
は

積
雪
の
浅
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
シ
カ
は

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
越
冬
で
き
る
の
で

し
ょ
う
。

知
ら
な
い
う
ち
に
東
北
の
山
々
で
シ

カ
の
喰
い
跡
が
目
立
ち
、
高
山
植
物
が

消
え
て
い
く
、
と
い
う
の
が
最
悪
の
シ

ナ
リ
オ
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
、
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
て
シ

カ
監
視
網
を
作
り
、
東
北
の
高
山
へ
の

シ
カ
侵
入
を
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
な
ら
間
に
合
う
の
で
す
。

ル
プ
ス
聖
岳
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
日

光
白
根
山
（
写
真
―
４
、
５
）
の
シ
ラ

ネ
ア
オ
イ
、
尾
瀬
の
湿
原
植
物
群
落
な

ど
な
ど
…
…
同
じ
こ
と
を
東
北
で
繰
り

返
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
早
急
に

対
応
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
遠
い
将
来
に
は
シ
カ
が
奥

羽
山
地
や
日
本
海
側
の
県
へ
侵
入
す
る

こ
と
も
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
い
や
、

北
上
山
地
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
雪
の
深

い
地
域
で
シ
カ
は
生
息
で
き
な
い
の
で

東
北
地
方
に
は
高
山
植
物
の
美
し
い

山
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
山
野
に
も
花
が
豊
富
で
す
。

永
く
残
し
て
い
き
た
い
自
然
の
財
産
で

す
。
し
か
し
、
今
こ
れ
に
対
し
て
シ
カ

の
脅
威
が
忍
び
寄
っ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
で
は
昔
か
ら
県
南
東
部
の
五

葉
山
一
帯
（
写
真
―
１
）
が
シ
カ
生
息

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

シ
カ
が
県
央
東
部
を
越
え
て
県
北
へ
広

が
っ
て
い
る
の
で
す
。
シ
カ
が
進
出
し

た
地
域
に
は
高
山
植
物
の
咲
く
山
々
が

含
ま
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
格
、
早
池
峰

山
は
全
国
で
も
指
折
り
の
花
の
山
で
あ

り
、
学
術
的
に
も
地
域
文
化
の
源
泉
と

し
て
も
計
り
知
れ
な
い
価
値
を
持
っ
て

い
ま
す
（
写
真
―
２
、
３
）。
も
し
こ
の

山
に
シ
カ
が
侵
入
し
て
高
山
植
物
を
食

べ
散
ら
か
す
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
悲

劇
的
な
損
害
が
生
じ
ま
す
。
で
も
、
そ

ん
な
こ
と
が
実
際
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
の
で
す
。
東
北
以
外
で
は
い
く
つ

も
の
山
で
シ
カ
の
た
め
高
山
植
物
に
回

復
困
難
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
南
ア

高
山
植
物
に
忍
び
寄
る
影

シ
カ
分
布
拡
大
の
脅
威

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
生
物
多
様
性
研
究
グ
ル
ー
プ

堀
野
　
眞
一

コラム【森のお話】

写真－１　空から見た五葉山。

写真－２，３ 早池峰山の高山植物。

写真－４　日光白根山で高山植物を食べるシカ。
写真－５　草本だけでなく樹木にも影響が出ます。日光白根山の

シラビソ林では剥皮が目立ちます。
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総
　
務
　
課

優
秀
賞
を
受
賞

(

社)

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
が
主

催
す
る
第
四
十
二
回
林
業
関
係
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
広
報
誌
部
門
で

当
局
が
発
行
し
て
い
る
広
報
紙
「
み
ど

り
の
東
北
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門
で

藤
里
森
林
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
五
月
二
十
八
日
東
京
の

三
会
堂
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
総
会
内
で
の

授
賞
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
林
業

関
係
組
織
の
広
報
活
動
の
向
上
を
通
じ

て
森
林
の
整
備
、
林
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
、
各
種
広
報
作
品
に
つ
い
て

表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
都
道
府

県
、
市
町
村
、
森
林
組
合
な
ど
の
林

業
・
木
材
産
業
団
体
、
林
研
グ
ル
ー
プ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
、
広
報
誌
部
門
が
二
十

九
点
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門
が
二
十
点

の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
続
く
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

広
報
誌
部
門
で
は
、
表
紙
及
び
隠
れ

た
名
所
、
民
有
林
情
報
等
の
掲
載
が
、

藤
里
森
林
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
手
作
り
な
ら
で
は
の
親
近
感
、
ブ
ナ

の
森
へ
よ
う
こ
そ
な
ど
が
審
査
員
に
高

い
評
価
を
得
ら
れ
、
森
林
管
理
局
で
は

東
北
の
み
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

局
広
報
紙
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九

年
度
よ
り
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国

民
運
動
の
普
及
の
た
め
、
紙
面
に
特
集

を
設
け
、
民
有
林
・
国
有
林
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
、
各
森
林
管
理
署
等
の
事
例
に
併
せ
、

管
内
五
県
及
び
林
業
事
業
体
等
の
取
り

組
み
を
紹
介
、
更
に
は
市
町
村
で
の
地

元
の
特
徴
を
活
か
し
た
取
り
組
み
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
受
賞
は
業
務
多
忙
な
中
、
記
事

を
い
た
だ
い
た
県
・
市
町
村
・
林
業
事

業
体
・
各
森
林
管
理
（
支
）
署
等
の
協

力
が
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
で

あ
り
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進

国
民
運
動
」
の
推
進
の
た
め
、
林
野
行

政
及
び
国
有
林
野
事
業
を
国
民
の
皆
様

に
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

青
森
森
林
管
理
署

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

休
憩
施
設
等
を
整
備
！

眺
望
山
自
然
休
養
林
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

向
上
を
図
り
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
の
提
供
を
進
め
る
た
め
、
六
月
十
三

日
と
十
七
日
の
両
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
・
ベ
ン
チ
の
設
置
、

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
広
場
作
り
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
遊
歩
道
の
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
、
（
社
）

青
森
林
業
土
木
協
会
の
会
員
、
三
陸
森

の
会
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
森
の
総

勢
七
十
八
名
。

初
日
は
、
整
備
す
る
箇
所
の
位
置
決

め
、
枠
木
の
取
り
付
け
、
砂
利
敷
な
ど

の
事
前
準
備
作
業
。
こ
の
日
は
、
今
に

も
本
降
り
に
な
り
そ
う
な
空
模
様
で
予

定
の
作
業
が
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
し

ま
し
た
が
、
青
森
林
業
土
木
協
会
の

方
々
が
主
体
と
な
り
、
十
七
日
の
本
番

に
間
に
合
う
よ
う
汗
だ
く
と
な
っ
て
作

業
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
番
！
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
署
長
の
挨
拶
後
、
ベ
ン

チ
・
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
箇
所
と
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
に
よ
る
広
場
作
り
箇
所
に
分
か

れ
て
の
作
業
。

ベ
ン
チ
・
テ
ー
ブ
ル
は
、
組
立
図
面

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
ボ
ル
ト
、
ア

ン
カ
ー
打
ち
を
し
て
無
事
水
平
に
設

置
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
遊
歩
道
の
作
設
で

は
、
ヘ
ラ
等
を
用
い
地
面
に
這
い
つ
く

ば
る
よ
う
に
し
て
敷
均
し
、
消
火
ポ
ン

プ
に
よ
り
撒
水
。
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
に
よ

る
広
場
作
り
箇
所
で
は
、
一
ト
ン
の
重

量
が
あ
る
袋
に
入
っ
て
い
た
ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
を
ス
コ
ッ
プ
で
小
分
け
に
掻
き
出

し
な
が
ら
敷
均
し
ま
し
た
。

作
業
途
中
、
遊
歩
道
作
設
の
材
料
が

足
り
な
く
な
っ
た
り
、
当
初
計
画
し
て

い
な
か
っ
た
県
道
か
ら
の
取
付
道
も
整

備
し
た
方
が
良
い
の
で
は
と
の
前
向
き

な
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
不
測
の
事

態
（
？
）
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

の
慣
れ
た
手
順
の
も
と
に
予
定
し
て
いボランティアの協力により

休憩施設を設置

〜
第
四
十
二
回
林
業
関
係
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
〜

授賞式会場での記念写真（東海林広報
主任官（写真右）と鈴木技官）
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た
作
業
を
全
て
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
整
備
は
、
昨

年
に
引
き
続
い
て
行
い
ま
し
た
が
、
今

後
も
来
訪
者
の
方
々
の
要
望
な
ど
も
伺

い
な
が
ら
、
休
養
林
の
施
設
整
備
・
活

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
八
上
北
森
林
管
理
署

美
し
い
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
に
向
け
て

”森
林（
も
り
）の
恵
み
の

環
境
祭
”
を
開
催

五
月
二
十
五
日
（
日
）、「
守
ろ
う
地

球
、
創
ろ
う
共
生
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

当
署
庁
舎
構
内
に
お
い
て
、
森
林
か
ら

の
贈
り
物
で
あ
る
木
材
や
山
の
幸
山

菜
、
木
工
体
験
、
ブ
ナ
巨
木
等
見
学
会
、

木
材
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
な
ど
森
林
か

ら
の
恵
み
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
地
域
の
企
業
・
団
体
の
環

境
に
優
し
い
取
組
を
展
示
・
紹
介
し
、

よ
り
一
層
の
美
し
い
森
林
づ
く
り
へ
の

理
解
を
地
域
住
民
に
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
上
北
森
林
組
合
、
上
十

三
地
区
森
林
組
合
、
お
い
ら
せ
知
の
会
、

青
い
森
カ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
四
団
体

の
共
催
、
上
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林

水
産
部
、
十
和
田
市
役
所
の
後
援
・
協

力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
庁
舎
構
内
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
●

ア
ー
ト
の
森
「
絵
画
（
田
村

ま
さ
よ
し
氏
作
）
・
写
真
・
木
材
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
」、
●

ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
体
験
（
輪
切
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
樹
種

当
て
ク
イ
ズ
な
ど
）
●

木
工
体
験
教
室

（
竹
と
ん
ぼ
製
作
な
ど
）、
●

林
産
材
販

売
（
テ
ー
ブ
ル
原
材
、
丸
太
イ
ス
、
ま

な
板
な
ど
）、
●

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

等
販
売
、
●

山
菜
の
販
売
な
ど
を
各
団

体
が
提
供
し
、
木
工
品
や
山
菜
な
ど
を

求
め
、
ま
た
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
実

演
、
木
の
輪
切
り
体
験
な
ど
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
に
多
数
の
家
族
連
れ
の
方
々
が

訪
れ
て
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
参
加
者
募
集
に
よ
る
ブ

ナ
巨
木
等
の
見
学
会
に
は
、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
あ
っ
た
も
の
の
応
募
さ
れ

た
四
十
名
全
員
が
参
加
し
、
十
和
田
市

奥
瀬
字
幌
内
山
国
有
林
内
に
あ
る
ブ
ナ

巨
木
を
見
学
。
幹
回
り
約
六
ｍ
、
樹
齢

推
定
約
四
百
年
の
ブ
ナ
巨
木
を
身
近
に

し
た
参
加
者
は
、
巨
木
の
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
た
様
子
で
無
言
の
ま
ま
見
入
っ
て

い
る
方
や
樹
皮
に
手
を
触
れ
る
方
、
家

族
で
記
念
撮
影
さ
れ
る
方
な
ど
巨
木
か

ら
発
す
る
自
然
の
奥
深
さ
、
雄
大
さ
を

満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

今
回
の
祭
り
は
、
美
し
い
森
林
づ
く

下
北
森
林
管
理
署

下
北
森
林
管
理
署

モ
ニ
タ
ー
誕
生
！

当
署
で
は
、
開
か
れ
た
「
国
民
の
森

林
」
に
ふ
さ
わ
し
い
管
理
経
営
の
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
む
つ
市
在

住
の
四
名
の
方
々
に
モ
ニ
タ
ー
の
依
頼

を
し
、
六
月
十
一
日
に
そ
の
依
頼
式
及

び
当
署
の
取
り
組
み
内
容
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
何
も
知
ら
な
か
っ
た
国
有

林
を
や
っ
と
理
解
し
始
め
た
ら
一
年
と

い
う
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
、
残
念
に

思
う
。
も
っ
と
国
有
林
の
こ
と
を
知
り

た
い
。」
等
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
声

に
応
え
た
も
の
で
す
。

依
頼
を
し
た
方
々
は
昨
年
度
の
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
の
方
と
今
年
度
の
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
の
方
で
、
依
頼
期
間
は
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
の
年
を
初
年
度
と
し
て
三

年
間
と
し
、
下
北
地
域
で
毎
年
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
が
二
名
と
仮
定
す
る
と
、
来

年
度
以
降
は
常
に
六
名
の
方
が
当
署
の

モ
ニ
タ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
を
対
象
と
し
た
行
事
は
、

署
主
催
の
行
事
の
案
内
は
勿
論
の
こ

と
、
事
業
説
明
を
含
め
た
署
長
と
の
意

見
交
換
、
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
国
有
林
の
視
察
を
年
四
回
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
の
皆
様
の
理
解
の
促
進
を
図
る

と
共
に
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
貴
重
な

り
へ
の
理
解
を
地
域
住
民
に
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で

す
が
、
当
署
で
は
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

と
題
し
て
平
成
十
六
年
度
以
前
は
旧
庁

舎
構
内
に
お
い
て
、
地
域
住
民
と
ふ
れ

あ
う
機
会
を
提
供
し
な
が
ら
国
有
林
野

事
業
の
情
報
を
発
信
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
平
成
十
九
年
二
月
に
新
庁
舎

が
完
成
し
て
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

当
署
と
し
て
は
、
こ
の
祭
り
を
契
機

に
地
域
の
多
く
の
方
々
に
、
地
球
環
境

に
や
さ
し
い
森
林
及
び
林
業
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
美

し
い
森
林
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
の

紹
介
な
ど
森
林
・
林
業
の
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

ブナ巨木前で記念写真撮影

樹木当てクイズ(写真上)
と小型林業機械実演の模様
（写真左）
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各地からの便り

意
見
や
要
望
を
こ
れ
か
ら
の
管
理
経
営

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

依頼式を終え当署長（写真中央）と
４名のモニターの皆様

米
代
西
部
森
林
管
理
署

「
風
の
松
原
」
で
の

署
の
取
り
組
み
を
紹
介

五
月
二
十
六
日
、
上
小
阿
仁
村
・
大

館
北
秋
田
森
林
組
合
・
上
小
阿
仁
木
材

産
業
連
合
会
及
び
当
支
署
が
主
催
す

る
、「
全
村
植
樹
祭
」
を
上
大
内
沢
国

有
林
内
山
村
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

支
署
長
代
理
で
挨
拶
し
た
総
務
課
長

は
、
植
樹
祭
会
場
に
隣
接
す
る
上
大
内

沢
自
然
観
察
教
育
林
は
こ
れ
ま
で
も
地

元
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
五
月
十
三
〜
十
四
日
に

か
け
て
発
生
し
た
山
火
事
消
火
に
対
す

る
お
礼
と
山
火
事
防
止
の
た
め
の
注
意

事
項
の
説
明
。
さ
ら
に
は
、
温
暖
化
防

止
を
は
じ
め
森
林
の
持
つ
多
様
な
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
森
林
整
備
に
努

め
て
い
る
こ
と
。
森
林
整
備
の
た
め
の

間
伐
箇
所
の
利
用
可
能
な
間
伐
材
を
生

産
し
、
国
産
材
の
安
定
供
給
に
努
め
て

い
る
こ
と
。
等
に
つ
い
て
話
し
、
国
有

林
野
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

会
場
は
樹
齢
二
百
五
十
年
生
の
天
然

秋
田
杉
や
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に

選
ば
れ
た
「
コ
ブ
杉
」
が
あ
る
自
然
観

察
教
育
林
に
隣
接
す
る
山
村
広
場
で
、

上
小
阿
仁
中
学
校
の
一
年
生
二
十
五
名

を
は
じ
め
、
参
加
者
約
百
名
が
地
域
緑

化
の
思
い
を
高
め
な
が
ら
サ
ト
ウ
カ
エ

デ
の
植
樹
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

植
栽
後
、
中
学
生
を
対
象
に
当
署
職

員
に
よ
る
「
森
林
環
境
教
室
」
を
行
い
、

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
の
持
つ
多

様
な
機
能
と
役
割
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は
「
杉
の
枝
打
は
い
つ

や
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

支
署
と
し
て
は
、
今
後
も
市
町
村
等

と
連
携
し
な
が
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
国
有
林
野
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

スライドを使った署長の講話

由
利
森
林
管
理
署

自
然
休
養
林
の
新
緑
を
散
策

【
新
緑
の
鳥
海
自
然
休
養
林
森
林
浴
ツ
ア
ー
】

六
月
四
日
、
鳥
海
自
然
休
養
林
内
に

お
い
て
、
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
の
「
新
緑
の
森
林
浴
ツ
ア

ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

上
小
阿
仁
支
署

平
成
二
十
年
度
上
小
阿
仁

村
全
村
植
樹
祭
開
催

五
月
二
十
三
日
（
金
）
、
能
代
市

「
風
の
松
原
」
に
お
い
て
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
風
の
松
原
に
守
ら
れ

る
人
々
の
会
」
主
催
の
自
然
観
察
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
団
体
は
、「
風
の
松
原
」
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
、
小
学
生
か
ら
一
般
の
方

ま
で
幅
広
い
方
々
を
対
象
に
ガ
イ
ド
を

行
っ
た
り
、
ク
ロ
マ
ツ
の
林
を
守
ろ
う

と
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
芽
掻
き
を
行
う
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
会
の
代
表
か
ら
、
自
然
観
察

会
の
前
段
に
、
松
原
に
関
す
る
講
話
を

署
長
に
お
願
い
で
き
な
い
か
、
と
の
依

頼
が
あ
り
、「
生
活
環
境
保
全
林
整
備

事
業
」
に
よ
る
森
林
整
備
や
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
ま
た
、
国
・
県
・
市
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
地
域
一
体
と
な

っ
た
松
食
い
虫
被
害
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
は
「
日
本
海
中
部
地
震
」
か
ら

二
十
五
年
目
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、

松
原
が
津
波
の
被
害
を
軽
減
し
た
と
い

う
事
に
も
ふ
れ
、
防
災
機
能
を
果
た
す

松
原
を
再
認
識
す
る
良
い
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

三
十
名
ほ
ど
の
参
加
者
は
、
市
の
施

設
「
サ
ン
ウ
ッ
ド
能
代
」
で
署
長
の
講

話
を
聞
い
た
後
、
四
班
に
分
か
れ
て
松

原
に
移
動
し
、
ガ
イ
ド
役
の
会
員
か
ら

植
物
や
日
和
山
周
辺
の
史
跡
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た

ペ
ー
ス
で
林
内
の
散
策
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

当
日
は
報
道
機
関
三
社
が
取
材
に
訪

れ
、
講
話
や
自
然
観
察
会
の
様
子
を
カ

メ
ラ
に
お
さ
め
た
り
熱
心
に
メ
モ
を
取

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
講
話
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
方

に
署
の
取
り
組
み
が
紹
介
が
出
来
た
こ

と
、
ま
た
、
新
聞
等
を
通
じ
て
広
く
Ｐ

Ｒ
出
来
た
こ
と
は
良
い
機
会
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

植樹に汗を流す参加者

森林教室には「森っち」も参加
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れ
、
女
性
の
参
加
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
参
加
者
は
、
和
や
か
で
、
華

や
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
心
地
よ
い
汗
を

か
き
な
が
ら
、
地
元
樹
種
で
あ
る
ミ
ズ

ナ
ラ
の
苗
木
約
五
百
本
を
一
本
一
本
丁

寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

植
樹
後
に
は
、
子
供
た
ち
か
ら
「
大

き
く
な
っ
た
ら
、
も
う
一
度
見
に
来
た

い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
植
樹
し
た
こ

と
の
達
成
感
と
と
も
に
、
森
林
の
大
切

さ
を
学
び
、
自
然
に
ふ
れ
あ
え
た
充
実

の
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
植
樹
の
模
様
は
、
企

業
の
地
球
環
境
保
全
活
動
と
し
て
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
署
管
内
で
は
、
平
成
五
年

に
も
秋
田
市
仁
別
で
当
該
財
団
と
の
分

収
造
林
契
約
に
よ
る
同
様
の
植
樹
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
が
二
箇
所
目

と
な
り
ま
し
た
が
、
当
署
で
は
、
今
後

も
こ
う
し
た
企
業
に
よ
る
森
づ
く
り
に

対
す
る
支
援
協
力
を
押
し
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各地からの便り

毎
年
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
由
利
本
荘
市
を
は
じ
め
秋
田
市
や

大
仙
市
、
湯
沢
市
な
ど
か
ら
二
十
四
名

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
人
気
が
高
く
主
催
者
一
同
喜
ん
で

い
る
次
第
で
す
。

当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
ツ
ア
ー
日

和
と
な
り
、
市
原
署
長
か
ら
由
利
署
管

内
の
紹
介
と
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

中
島
台
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
森
、
通

称
「
獅
子
ヶ
鼻
湿
原
」
を
散
策
、
周
辺

に
は
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ツ
ク
バ
ネ
ソ

ウ
・
チ
ゴ
ユ
リ
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
ツ
ク

バ
ネ
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
咲
き
乱
れ
、
参
加

者
の
感
動
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
で
も
貴
重
な
コ
ケ
の
群

落
「
鳥
海
マ
リ
モ
」
や
湧
水
池
は
、
さ

な
が
ら
自
然
庭
園
の
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
し
ば
し
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ

ま
し
た
。

昼
食
後
、
鳥
海
山
五
合
目
の
竜
ヶ
原

湿
原
に
移
動
、
周
辺
に
は
ま
だ
残
雪
が

あ
り
、
マ
ン
サ
ク
の
花
や
可
憐
な
ミ
ネ

ザ
ク
ラ
が
参
加
者
を
出
迎
え
、
初
夏
と

冬
が
同
居
し
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。

最
後
に
ブ
ナ
二
次
林
の
試
験
地
を
見

学
、
ブ
ナ
の
生
育
に
つ
い
て
の
各
種
試

験
地
・
研
究
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
あ

い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
秋
の
森
林
浴
ツ
ア

ー
」
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
な
ど
大
変

満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

帰
路
は
心
地
よ
い
汗
の
感
触
を
確
か

新緑のブナ林を満喫した参加者の皆さん

六
月
八
日
（
日
）、
当
署
管
内
の
秋

田
市
河
辺
の
岩
見
山
国
有
林
に
お
い

て
、
東
北
森
林
管
理
局
と
（
財
）
ニ
ッ

セ
イ
緑
の
財
団
と
の
分
収
造
林
契
約
に

よ
る
「
ニ
ッ
セ
イ
岩
見
の
森
（
三
・
三

三
ha
）
」
の
植
樹
活
動
（
記
念
植
樹
）

が
、
ニ
ッ
セ
イ
の
森
友
の
会
の
会
員
な

ど
五
十
八
名
の
参
加
の
下
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
当
該
植
樹
活
動
は
、
十
五
日

に
実
施
予
定
の
「
全
国
植
樹
祭
」
の
大

会
テ
ー
マ
で
あ
る
「
手
を
つ
な
ご
う
森

と
水
と
私
た
ち
」
の
主
旨
も
踏
ま
え
て
、

水
源
地
域
で
の
プ
レ
植
樹
祭
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
親
子
連

秋
田
森
林
管
理
署

企
業
に
よ
る
森
林
づ
く
り

「
ニ
ッ
セ
イ
岩
見
の
森
」

め
な
が
ら
、
全
員
が
無
事
故
で
森
林
浴

ツ
ア
ー
の
一
日
を
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
当
ツ
ア
ー
終
了
後
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
お
礼
の
お
便
り
や
お
電
話
を

頂
戴
し
ま
し
た
が
、
こ
の
中
か
ら
、
代

表
し
て
遠
路
倉
敷
市
よ
り
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
近
江
様
の
お
礼
状
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記念植樹へ参加された会員の皆さん
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12みどりの東北

お問い合わせ先 

山形森林管理署最上支署

（見所の概要）
鮭川村の大芦沢流域の西端に、ブナの

天然林に囲まれた「与蔵沼」と呼ばれる

沼があります。昔、炭焼きをしていた与

蔵という男が大蛇になり、今もこの沼に

住んでいると言い伝えられ、神秘的な景

観を有しています。森林浴の場として親

しまれ、新緑から紅葉とおすすめの場所

です。

周辺には、モリアオガエルの沼や、落

差およそ１３０ｍもある「湯沢の滝」をはじめとして、「白猿の滝」、「大滝」といった滝群が「ま

ぼろしの滝」と言われ、見所が満載の名所です

羽根沢登山口と大芦沢登山口からのルートがあるが、後者はかなり体力を要する。羽根沢登山
口までは、新庄市から国道458号線、県道315号線、羽根沢林道を通って約20km、車で約50分。
登山口から鮭川村が整備している歩道を通って、徒歩片道約2時間。

交通アクセス

〒999－5312 山形県最上郡真室川町大字新町字下荒川200-11
電話番号：050－3160－5855 FAX：0233-62-2706


